
Ｑ3.令和 2年 7月豪雨の雨の特徴を教えてください。 

○ 令和 2 年 7 月豪雨時は、7 月 3 日から 4 日の 2 日間で 7 月の

平均雨量を観測する大雨となりました。球磨川流域では線状降

水帯が形成され、時間雨量 30㎜を超える激しい雨が、7月 4日

未明から朝にかけて、約 8 時間にわたって連続して降り続きま

した。

○ この線状降水帯は、長さ約 280km で 13 時間停滞しており、

2009年以降に九州で発生した線状降水帯としては、規模が最も

大きく、継続時間も最長を記録したと気象研究所が発表してい

ます。

表 7月の雨量の平均値と令和 2年 7月 3 日 0 時～4日 24時の雨量の比較 

図 令和 2年 7 月 4日 1 時～8 時のレーダー雨量（線状降水帯の状況） 
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〇 観測された雨量の分布は、球磨川流域内では中流部が大きく

なっていますが、雨量は球磨川本川の中流部から上流部だけで

なく、支川川辺川の観測所においても観測開始以来最大を観測

しており、河川整備基本方針（平成 19年策定）の計画規模の

降雨（人吉上流域 1/80、横石上流域 1/100）を超える雨量（人

吉上流域 1/300～1/400、横石上流域 1/800～1/900）となりま

した。 

図 令和 2年 7 月洪水と過去の主要洪水の 24時間等雨量線図の比較 

図  令和 2 年 7月洪水と過去の主要洪水における観測所の雨量比較 

表 河川整備基本方針（H19策定）の計画降雨量と 

令和 2 年 7月洪水における観測所の 12時間雨量との比較 ※雨量は流域平均雨量

※球磨川豪雨検証委員会後に、雨量観測所を追加し「人吉 321⇒322mm/12h」「横石 347⇒346mm/12h」に修正

計画規模
計画降雨量
（mm/12h）

確率規模
実績雨量
（mm/12h）

人吉上流域 1/80 262 1/300～1/400 322

横石上流域 1/100 261 1/800～1/900 346

H19河川整備基本方針策定 R2.7月豪雨実績

流　　域
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〇 令和 2年 7月豪雨の雨の概要について確認したい方はこちら

をご覧ください。 

○ なお、令和 2 年 7 月豪雨の雨の概要については、国土交通省

八代河川国道事務所のホームページ「第 1 回令和 2 年 7 月球磨

川豪雨検証委員会」に掲載しています。
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https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/shiryou/3.pdf
https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r007_after/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20200825.html
https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r007_after/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20200825.html



